
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ハ
ー
フ
著
、
中
村
幹
雄
・

谷
口
健
治
・
姫
岡
と
し
拙
訳

『
保
守
革
命
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム

ー
ワ
イ
マ
ー
ル
・
第
三
帝
国
の
テ
ク
ノ
ロ

　
　
ジ
ー
・
文
化
・
政
治
－
1
』

　
太
・
書
は
、
　
蜜
律
Φ
冠
　
眼
Φ
重
り
当
馬
§
勘
寒
a
遷

§
§
§
帖
砺
§
．
、
円
ミ
ぎ
ミ
。
塾
噂
9
ミ
ミ
馬
　
§
職

害
ミ
畿
a
画
自
尋
笥
9
§
慢
§
ミ
簿
馬
8
ミ
腰
亀
葡
爲
“
遷

（
O
p
日
げ
犠
α
α
Q
P
お
。
。
蒔
）
の
邦
訳
で
あ
る
。
序
文
、

日
本
語
版
へ
の
序
文
、
九
章
に
わ
た
る
本
文
、
訳

者
あ
と
が
き
、
文
献
解
題
、
人
名
索
引
と
い
う
構

成
に
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
説
く
と
こ
ろ
は
明
快

で
あ
る
。
第
一
章
に
あ
る
よ
う
に
、
検
討
の
対
象

は
、
「
啓
蒙
的
理
性
を
拒
絶
し
た
ド
イ
ツ
の
思
想

家
た
ち
が
そ
の
一
方
で
は
近
代
的
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
受
け
入
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
」
で
あ
り
、
墓

本
的
な
主
張
は
、
「
ナ
チ
ス
に
よ
る
権
力
掌
握
以

前
に
も
、
ま
た
そ
れ
以
後
に
も
、
保
守
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
中
で
、
の
ち
に
は
ナ
チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
中
で
、
重
要
な
潮
流
を
な
し
て
い
た
の
は
、

ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
中
に
存
在
し
て
い

る
反
近
代
主
義
、
ロ
マ
ン
主
義
、
非
合
理
主
義
の

思
想
と
、
手
段
一
目
的
合
理
性
の
最
も
明
白
な
現

れ
で
あ
る
近
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
を
和
解
さ
せ
よ

う
と
す
る
考
え
」
、
つ
ま
り
本
書
の
キ
ー
・
タ
ー

ム
で
あ
る
「
反
動
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
で
あ
っ
た
と

い
う
点
に
あ
る
。
「
反
動
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
は
、
よ

そ
よ
そ
し
い
西
欧
「
文
明
」
N
三
更
騨
菖
。
ロ
か
ら

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
切
り
離
し
て
、
ド
イ
ツ
「
文
化
」

国
q
犀
霞
の
陣
営
へ
と
迎
え
た
の
で
あ
る
。
　
こ
う

し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
非
理
性
と
の
ド
イ
ツ
的
な

和
解
は
世
紀
転
換
期
の
ド
イ
ツ
の
工
科
大
学
で
開

始
さ
れ
た
。
そ
し
て
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
の
保
守
革

命
の
な
か
で
非
技
術
系
の
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て

擁
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
二
〇
年
代
に
ナ

チ
党
の
な
か
に
、
三
〇
年
代
に
は
ヒ
ト
ラ
ー
体
制

の
宣
伝
担
当
者
た
ち
の
間
に
安
住
の
地
を
見
い
だ

す
。
そ
し
て
一
九
四
五
年
に
至
る
ま
で
全
体
主
義

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
勝
利
に
貢
献
す
る
要
因
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
以
下
に
お
い
て
は
、
動
機
、
意
味
、
意

図
、
象
徴
に
焦
颪
を
合
わ
せ
て
反
動
的
モ
ダ
ニ
ズ

ム
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
た
ち
が
描
か
れ
て
行
く
。
か

の
『
西
洋
の
没
落
』
の
シ
ュ
ペ
ン
グ
ラ
ー
、
「
戦
場

体
験
」
の
エ
ル
ン
ス
ト
・
ユ
ソ
ガ
ー
、
『
存
在
と

艶
羨
』
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、

ハ
ン
ス
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
、
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ゾ
ン
パ

ル
ト
、
そ
し
て
何
人
か
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
と
、

登
場
人
物
は
多
士
済
済
で
あ
る
。
そ
し
て
第
八
章

に
お
い
て
ナ
チ
時
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
政
治
と

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
優
位
の
状
況
と
そ
れ
が
も
た
ら

し
た
技
術
革
新
の
阻
害
や
目
的
合
理
性
の
慶
価
が

説
明
さ
れ
る
。

　
第
九
章
は
結
論
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
学

派
の
批
判
理
論
家
た
ち
や
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ

ホ
か
ら
著
者
が
多
く
を
学
ん
で
い
る
こ
と
は
序
文

や
第
一
章
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
こ

れ
ら
の
人
々
が
ハ
ソ
ナ
・
ア
ー
レ
ソ
ト
ら
と
共
に

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
『
ビ
ヒ
モ
ス
』
の
著
者

フ
ラ
ン
ツ
・
ノ
イ
マ
ン
ら
正
統
的
な
マ
ル
ク
ス
主

義
者
た
ち
は
結
局
ナ
チ
ズ
ム
を
資
本
主
義
の
手
先

と
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
第
一
章
に

あ
る
よ
う
に
、
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
や
シ
ェ
ー
ン
ボ

ー
ム
た
ち
は
ナ
チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
近
代
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
の
和
解
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
批
判
理
論
家
た
ち
や
そ
れ
に
近
い

人
々
は
「
理
性
と
神
話
の
総
合
」
に
気
づ
い
て
い

た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
ハ
ー
フ
は
彼
ら
に
全
面

的
に
賛
成
は
し
な
い
。
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
に
お

い
て
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
ア
ド
ル
ノ
は
ナ
チ
ズ
ム

を
全
面
的
に
啓
蒙
さ
れ
た
世
界
の
も
た
ら
す
災
い

と
し
て
捉
え
た
。
つ
ま
り
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

は
近
代
世
界
全
体
の
あ
り
う
る
運
命
を
代
表
し
て
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介曰

い
る
」
の
で
あ
る
。
だ
が
ハ
ー
フ
の
主
張
す
る
の

は
あ
く
ま
で
ド
イ
ツ
の
特
殊
性
で
あ
る
。
「
ド
イ

ツ
は
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
理
性
、
あ
ま
り
に
も

多
く
の
自
由
主
義
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
啓
蒙
思

想
の
た
め
に
苦
し
ん
だ
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の

ど
れ
も
が
十
分
に
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
に
苦
し

ん
だ
の
で
あ
る
。
」
か
く
な
る
状
況
を
背
景
に
登

場
し
た
反
動
的
モ
ダ
ニ
ス
ト
た
ち
は
ナ
チ
ス
の
政

権
掌
握
後
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉
の
到
来
を
妨

げ
た
。
し
か
し
彼
ら
の
提
示
し
た
処
方
箋
は
劣
悪

で
あ
っ
た
。
結
局
、
「
第
二
次
産
業
革
命
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
た
挑
戦
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
魂

に
つ
い
て
の
哲
学
的
思
弁
に
よ
っ
て
は
制
御
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
が
、
本
書
の

し
め
く
く
り
で
あ
る
。

　
以
上
簡
単
に
本
審
の
内
容
を
紹
介
し
た
が
、
少

し
ば
か
り
感
想
を
述
べ
て
お
こ
う
。
な
ん
と
い
っ

て
も
本
書
の
意
義
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ナ
チ
・
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
関
係
と
い
う
、
従
来
あ
ま
り
明
ら

か
で
な
か
っ
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
点
で
あ
る
。

第
七
章
「
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
」

や
第
八
章
「
第
三
帝
国
に
お
け
る
反
動
的
モ
ダ
ニ

ズ
ム
」
は
新
鮮
で
あ
り
、
第
三
章
の
シ
ュ
ペ
ン
グ

ラ
ー
解
釈
は
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
し
か
し
疑
問
点

も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ハ
ー
フ
は
反
動
的
モ
ダ

ニ
ス
ト
を
あ
ま
り
に
も
実
際
以
上
に
大
き
な
存
在

と
し
て
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
が
強

い
。
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人
物
を
見
て

も
、
み
な
多
か
れ
少
な
か
れ
当
時
の
ド
イ
ツ
知
識

社
会
の
な
か
で
周
辺
部
に
位
置
す
る
人
々
で
あ
っ

た
。
お
そ
ら
く
周
辺
的
で
は
な
い
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
、

反
動
的
モ
ダ
ニ
ス
ト
と
は
規
定
し
が
た
い
こ
と
は

第
五
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
最
近
待
望
の
邦
訳

が
出
た
司
。
囚
●
男
望
σ
q
Φ
員
↓
ぎ
b
S
§
一
戸
ミ
き
恥

O
ミ
§
§
軸
§
9
ミ
象
蔑
蕊
珍
円
｝
馬
Q
馬
§
℃
§
謡
蚤
偽
a
職
恥
§
ご

9
§
§
悼
§
凡
電
謎
8
1
油
彩
”
0
9
ヨ
げ
二
α
σ
q
P
蜜
器
ω
二

一
当
り
（
F
・
K
・
リ
ン
ガ
ー
著
、
西
村
稔
訳
『
読

書
人
の
没
落
－
世
紀
末
か
ら
第
三
帝
国
ま
で
の

ド
イ
ツ
知
識
人
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
　
一
九
九

一
年
）
に
お
い
て
は
、
一
八
九
〇
年
以
降
の
読
書

人
を
正
統
派
と
近
代
派
の
二
つ
に
分
類
し
て
い
る

が
、
反
動
的
モ
ダ
ニ
ス
ト
は
そ
の
い
ず
れ
に
も
属

さ
な
い
存
在
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
リ
ン
ガ
ー
の
当

該
書
と
あ
わ
せ
て
読
ま
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
所

以
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
本
書
が
邦
訳
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

わ
が
国
の
ド
イ
ツ
史
研
究
が
近
年
持
つ
こ
と
の
で

き
た
二
つ
の
大
著
（
野
田
宣
雄
『
教
養
市
民
層
か

ら
ナ
チ
ズ
ム
へ
1
比
較
宗
教
社
会
史
の
試
み
』

名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
、
中
村
幹
雄

『
ナ
チ
党
の
思
想
と
運
動
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

一
九
九
〇
年
）
と
共
に
、
ナ
チ
ズ
ム
に
い
た
る
ド

イ
ツ
思
想
界
の
研
究
の
一
層
の
進
展
に
寄
与
す
る

に
違
い
な
い
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
（
四
六
版
　
　
四
四
三
百
ハ
　
店
口
引
・
文
献
鯉
川
題

　
　
　
　
二
〇
頁
　
一
九
九
一
年
三
月
　
岩
波
書
店

　
　
　
　
四
二
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
野
村
耕
一
　
京
都
大
学
文
学
部
助
手
）
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